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岐
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平成3年度第Ⅲ調査区

才ノ峠遺跡遺構合成図

(島根県教育委員会1993年を一部改変)

あ

る

き

島
根
・青
木
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
出
雲
市
東
林
木
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年
度
調
査
　
二
〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
１

一

二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
今
岡

一
三

・
松
尾
充
晶

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡
ほ
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

青
木
遺
跡
は
出
雲
平
野
の
北
辺
、
北
山
山
系
の
南
裾
に
位
置
し
、
北
山
か
ら

南

へ
流
れ
て
い
た
湯
屋
谷
川
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
小
扇
状
地
の

縁
辺
部
に
営
ま
れ
た
、
弥
生
時

代
中
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

複
合
遺
跡
で
あ
る
。
国
道
四
三

一
号
道
路
改
築
事
業
に
伴
い
二

〇
〇

一
年
か
ら
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
及
び

古
代
の
遺
構

・
遺
物
に
つ
い
て

(今 市)



2003年出上の木簡

様
々
な
新
資
料
の
発
見
が
相
次
い
で
い
る
。
な
か
で
も
弥
生
時
代
に
関
し
て
は
、

出
雲
地
方
で
出
土
例
の
な
い
近
畿
式
銅
鐸
の
飾
耳
を
伴
う
埋
葬
人
骨
や
、
四
基

以
上
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

（最
古
型
式
を
含
む
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
頭
ま
で

（八
世
紀
後
半
ｔ
九
世
紀
前
半
）
の

遺
構

。
遺
物
で
は
、
西
側
の
Ｉ
区
で
基
壇
を
も
つ
礎
石
建
ち
の
建
物
二
棟

（瓦

は
確
認
さ
れ
ず
）、
湧
水
地
点
を
木
枠
で
囲
い
下
流
を
石
敷
と
す
る
井
戸
や
、
果

実
を
納
め
た
土
器
の
埋
納
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
東
側
の
Ⅳ
区
で
神
社
施
設

の
可
能
性
の
あ
る
建
物

（Ｓ
Ｂ
Ｏ
一こ

と
そ
れ
を
囲
続
す
る
貼
石
遺
構
、
小
型

総
柱
建
物

（Ｓ
Ｂ
〇
二
・
〇
四
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
両
調
査
区
を
隔
て
る
現

在
の
道
路
下
に
は
流
路
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

遺
物
は
多
数
の
須
恵
器
の
ほ
か
、
文
字
資
料
と
し
て
人
Ｏ
Ｏ
点
以
上
の
墨
書

土
器
と
、
木
簡
約
人
○
点
、
神
像
、
絵
馬
、
斎
串
、
刀
形
な
ど
信
仰
関
係
の
特

殊
遺
物
も
出
土
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
墨
書
土
器
の
出
土
数
は
、　
こ
逗
跡

か
ら
の
出
土
数
と
し
て
は
中
国

。
四
国
地
方
で
最
多
と
な
る
。
墨
書
さ
れ
た
文

字
の
う
ち
最
も
多
い
の
は

「伊
」
で
、
こ
れ
は
遺
跡
所
在
地
周
辺
の
郷
名

「伊

努
」
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年
度
出
上
の
木
簡
に

つ
い
て
は
そ
の
一
部
を
既
に
報
告
し
て
い
る

（本
誌
第
一
一五
号
）。

木
簡
の
多
く
は
遺
構
面
上
層
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
が
、　
一
部
は
、
溝
状

遺
構

（Ｓ
Ｄ
〓
↑

二
人
）
や
土
坑
状
遺
構

（Ｓ
ｘ
一
〇
・
五
〇
）
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
う
ち
Ｓ
Ｘ
五
〇
は
長
軸
二
ｍ
短
軸

一
ｍ
の
楕
円
形
を
呈
し
た
浅
い
落
ち
込

み
で
、
多
量
の
木
材
片
と
木
簡
の
ほ
か
、
木
簡
の
削
塔
が
数
点
出
土
し
て
い
る

「美
社
」

「廣
方
」

薫‐（閉門り

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
付
札
が
多
数
を
占
め
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
田
の
売
買
に
関
わ
る
文

書
を
記
し
た

「売
田
券
」
木
簡
や
、
題
鉄
軸
、
封
絨
に
転
用
し
た
も
の
、
そ
の

未
使
用
品
な
ど
が
あ
り
、
土
地
売
買
の
記
録
を
含
む
文
書
管
理
、
物
資
の
集
積

や
労
働
力
の
徴
発
と
い
っ
た
公
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
強
く
う
か

が
え
る
。

(=栗)屋

墨書土器



８
　
木
簡
の
釈
文

，
内
容

Ｉ
区
Ｓ
Ｘ

一
〇

い

　

「久
八
人
否
　
□
若
乙
女
」

②

　

「日
置
永
床

Ｉ
区
Ｓ
Ｘ
五
〇

０
一　

□
御
回

ω

　

□
大

〔養
力
〕

働

　

□

Ｉ
区
Ｓ
Ｄ
一
六

⑤
一　

回
宅
三
代
」

Ｉ
区
Ｓ
Ｄ
三
八

い
　
・
□
　
祖
主
二
古
」

・　
　
ウ
日
て
挫
」

Ｉ
区
違
物
包
含
層

中
Ｐ
∞
×
Φ
×
φ
　
ｏ
ф
Ｐ

（
ド
０
１∞）
Ｘ
ゃ
。
収
ψ
　
Ｏ
ド
Φ

０
⇔
Ｐ

Ｏ
Φ
Ｐ

（
Ｐ
い
０
）
×
酌
∝
Ｘ
や
　
〇
ド
Φ

中

直
」

「美
若
和
マ
帯
永
」

日
置
臣
鷹

「美
鳥
取
マ
宅
次
」

「美
若
和
マ
万
呂
茎

「美
日
置
□

「伊
肘
マ
小
柿
継
」

「伊
稲
置
マ
自
安
万
」

「伊
鳥
‐
取
マ
浄
×

「美
舎
人
魚
当

×
取
三
二
上

（
営

ｅ

ｘ

麒

ｘ
ф

ｏ
毬
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国
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□
回

（
Φ
り
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×
（
牌
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）
Ｘ
ω
　
⇔
∞
い
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ド∞）
×
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×
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じ

Ｘ
Ｓ

Ｏ

×
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∞
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×
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０
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Ｏ
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０
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０
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∞
Ｐ

口
回口

回

〔出
力
山

口



2003年出上の木簡

鰤  鰤 ⑭ 93102190

寓 盆 3〓

991   99

子
麻
呂
」

「美
吉
備
マ
細
女
」

「生
マ
ロ

「伊
海
マ
乙
米

諜
剛
ヵ〕

六
七
八
九
十
回
十

一
十
二
十
×

＝

廿

（
Ｐ
Ｏ
ω
）
×

牌
『
×
ω
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∞
×
ド
∞
×
ヽ

（
０
い
・）
Ｘ
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ヽ
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哺

（
牌
０
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×
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×
ヽ

（
卜
］
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（
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∞
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×‐
中
　
ｏ
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釦
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∞
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□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φ］て
（こ
る

日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
）む
∞登

・
回
夫
本
家
主
家
主
対
汁
廿
今
合
天
夫
車
二
」

。
□
回
□
回
安
□
　
央
央
□
回
　
　
　
　
　
」（］
ヽ
Ю
）
一Ｘ

（
中
中
）
Ｘ
∞
　
０
∞
♯

名
□
□
□
□

。
「日

回

「　
　
□
回

四
合
『不
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
Ｐ∞隻
輌
『
〓
Ｆ

Ｖ
区
遺
物
包
含
層

い凹
　
　
。
「　　
　
　
　
，　　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　
ｏ

売
田
券
　
般
同
里
戸
吉
備
部
忍
手
佐
位
宮
税
六
束
不
堪
進
上
」

緑D   00
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馬
手
」

①
　
醜
伊

⑬

　

「缶
百
」

『
Ｐ
『
×
』
０
×
卜
　
ｏ
枷
ド

囀
０
０
×
８
×
伽
　
Φ
口
騨

①

ｌ

Ｏ

は

削

暦

。

ω
は
〇
五

一
型
式
の
完
形
品
。
記
載
は
人
名
で
あ
ろ
う
か
。 （

い
０
０
）
×

Ｗ
∞
×

∞

や
０
０
×

］
∞
Ｘ

ф

μ
∞
∞
Ｘ

や
中
×

］

や
ヽ
ｏ
×

や
ω
×

ト

汁

□
□
毯

里

整

請

副

知

‐―――

――――

‐――Ｉ

Ш

〔
若
力
〕
　

　

　

　

　

　

　

ｏ
　

」

ω
９
や
×

ヽ
〕
×
ヽ
　

Ｏ
Ｆ
μ

名
上
部
上
万
呂
□
□
当
□
□

名
若
倭
マ
月
細
足
人
　
上
税
事

「伊
丈
マ
子
宅
万
呂
」

〔伊

吉

備
力
〕

「□
口
口
安
岡
」

「若
ロ
マ
加
津
女
」



Ｓ
Ｘ
五
〇
か
ら
は
現
在
約
二
〇
点
の
削
暦
を
確
認
し
て
い
る
。
断
片
で
は
あ
る

が
記
載
内
容
は
後
述
の
付
札
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
０
は
文
書
・記
録
の

一
部
と
考
え
ら
れ
、
表
裏
で
天
地
逆
に
記
載
さ
れ
る
。
「稲
主
巳
年
」
の
記
載

か
ら
年
度
を
単
位
と
し
た
事
物
の
や
り
と
り
が
確
認
で
き
、
木
簡
群

・
遺
跡
の

性
格
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

①
ｌ
⑫
は
包
含
層
出
土
資
料
で
あ
る
。
大
部
分
が
基
壇
建
物
Ｓ
Ｂ
〇
五
と
石

敷
き
井
戸
の
周
辺
の
グ
リ
ツ
ド
か
ら
出
土
し
た
。
①
は
年
紀
の
記
載
の
み
残
り

延
暦
十
年
十
月
六
日
か
。
年
、
月
を
略
し
て
記
す
例
と
し
て
は

『公
卿
補
任
』

な
ど
が
あ
る
。
０
は
歴
名
風
の
木
簡
で
、
三
段
の
文
字
記
載
が
あ
る
。
記
載
は

い
ず
れ
も
短
く
名
の
み
の
表
記
で
あ
ろ
う
か
。

⑪
ｌ
い
は
、
上
下
端
が
欠
損
し
〇

一
九
型
式
な
い
し
○
人

一
型
式
に
分
類
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
記
載
な
ど
か
ら
本
来
は
〇
五

一
型
式
の
付
札
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
典
型
的
な
完
形
品
と
し
て
は
②
が
挙
げ
ら

れ
る
。
記
載
様
式
は
「美
」
か

「伊
」
に
続
い
て
人
名
が
記
載
さ
れ
る
。
下
端
を

尖
ら
せ
る
形
態
か
ら
付
札
と
推
測
さ
れ
る
が
、
物
品
数
量
を
記
し
た
確
実
な
例

は
な
い
。
ま
た
、
記
載
が
裏
面
に
及
ぶ
も
の
も
見
ら
れ
な
い
。
「伊
名
美
」
は
、

貌
体

猛
宗秀
着
止〇

ヽ
、1ヒ:_hLヽ

庄 、



遺
跡
の
所
在
す
る
出
雲
郡
伊
努
郷

。
美
談
郷
、
或
い
は
伊
努
社

・
美
談
社
な
ど

を
意
味
す
る
伊
努

・
美
談
の
略
と
考
え
ら
れ
る
。
人
名
は
吉
備
部

。
鳥
取
部

・

海
部

。
日
置

・
生
部

・
稲
置
部

・
舎
人
な
ど
、
天
平

一
一
年
の

『出
雲
国
大
税

賑
給
歴
名
帳
』
の
出
雲
郡
に
確
認
で
き
る
氏
族
で
あ
る
。
ま
た
、
②
の
よ
う
に

女
性
名
も
確
認
さ
れ
る
。
簡
素
な
記
載
様
式
と
あ
わ
せ
て
、
付
札
の
記
載
が
遺

跡
周
辺
で
ま
と
ま
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

な
お
、
∽
肘
部
は
初
見
で
あ
る
。
こ
れ
ら
木
簡
の
形
態
は
、
細
部
に
つ
い
て

は
上
端
を
主
頭
状
に
す
る
も
の

（⑮
④
⑮
）
が
存
在
す
る
ほ
か
、
大
き
さ
や
下

端
の
尖
型
加
工
の
方
法

（⑬
は
ケ
ズ
リ
が
不
十
分
で
荒
い
仕
上
げ
で
あ
る
）、
裏
面

調
整
の
有
無
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
数
種
に
分
類
で
き
、
製
作
技
法
は
単

一
で
は
な

い
。の

は
習
書
木
簡
。
⑫
は
曲
物
底
板
で
、
外
面
に

「
四
合
」
と
別
筆
で

「不
」

が
記
載
さ
れ
る
。
中
心
は
穿
孔
さ
れ
、
碑
み
車
な
ど
に
転
用
さ
れ
た
か
。

①
以
下
に
は
Ⅳ
区
出
土
資
料
を
挙
げ
る
が
、
墨
書
土
器
も
含
め
て

（出
土
墨

書
土
器
の
点
数
で
Ⅳ
区
は
Ｉ
区
の
五
分
の
一
以
下
）
文
字
資
料
の
点
数
は
Ｉ
区
と
比

較
す
る
と
少
な
い
。

⑬
は

「売
田
券
」
の
見
出
し
を
持
つ
木
簡
で
、
完
形
品
。
神
社
風
建
物
と
さ

れ
る
Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
に
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
小
型
総
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ
四
の
西
南
脇

の
遺
構
廃
絶
面
か
ら
出
土
ｔ
た
。
内
容
は

「佐
位
官
税
」
を
進
上
で
き
な
か
っ

た
吉
備
部
忍
手
が

「膝
越
田

一
段
」
を
替
わ
り
に
進
上
し
た
記
録
。
裏
面
に
は

黒
色
の
付
着
物
が
あ
り
墨
書
の
判
読
を
妨
げ
て
い
る
が
、
「進
上
」
よ
り
下
部

は
割
り
書
き
で
、
少
な
く
と
も
人
名
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
簡
略
な
記
載
内
容
や
公
印
を
捺
せ
な
い
点
、
下
端
に
は
表
面
の
文
字
を

避
け
て
穿
孔
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
紙
の
文
書
と
し
て
現
存
す
る

「売
買
墾
田
券
」
と
全
く
同
じ
機
能
を
果
た
し
た
の
で
は
な
く
紙
の
水
田
売
買

記
録
の
要
点
を
抽
出
し
た
記
録
木
簡
と
推
定
す
る
が
、
文
書
行
政
の
末
端
で
紙

の
文
書
と
は
別
に
、
文
書
的
機
能
も
加
味
さ
れ
て
独
立
し
て
機
能
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
年
紀
は
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
戸
主
の
表
記
か
ら
「松
岡
里
」

を
里
制

・
郷
里
制
下
の
里
名
と
み
る
と
、
水
田
永
代
売
の
開
始
年
代
や
、
遺
跡

や
他
の
木
簡
の
年
代
観

（入
世
紀
後
半
―
九
世
紀
）
と
整
合
し
な
い
。

な
お
、
人
世
紀
前
半
の
出
雲
国
の
郷
名
は

『出
雲
国
風
土
記
』
で
全
て
確
認

で
き
る
が
膝
岡
里
は
な
い
。
ま
た
、
「佐
位
宮
」
を
院
宮
王
臣
家
な
ど
の
宮
号
と

み
る
か
Ⅳ
区
の
神
社
風
遺
構
も
含
め
て
在
地
の
神
社
と
み
る
の
か
も
議
論
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
「六
束
」
が
水
田

一
段
の
売
田
価
値
と
し
て
は
安
い
こ

と
と
か
ら
賃
租
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
本
簡
記
載
内
容
と
木

簡
製
作
年
代
の
差
や
、
木
簡
の
機
能
も
含
め
て
本
資
料
の
検
討
課
題
は
多
い
。

⑭
は

「税
」
に
関
わ
る
文
書
木
簡
。
∞
ｌ
⑬
は
先
述
Ｉ
区
出
土
の
付
札
と
同

類
の
木
簡
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
東
京

大
学
の
佐
藤
信
氏
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
加
藤
友
康
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（今
岡
一
三
・
平
石
　
充
）
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